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真
幸
問

宣
長
答

本
居
問
答
』

の
成
立

に

つ
い
て

白

石

良

夫

肥
後
山
鹿
郡
久
原
村
天

目

一
神
社
社
司
帆
足
下
総
守
惟
馨

(
の
ち
長
秋
と
改

む
。
以
下
、
長

秋
と
呼

ぷ
)
が
初
め
て
松
坂

の
宣
長

の
も
と
を
訪
れ
た

の
は
、

天

明
六
年

四
月

二
十
七
日
。

「授
業
門
人
姓
名
録
」
同
年

の
条

に
も
そ

の
名
が

記
さ
れ
て

い
る
。
肥
後
人

と
し

て
鈴
屋
入
門
第

一
号

で
あ

る
。

こ
の
と
き
長
秋

は
宣
長

の

「
直
霊
」
を
写
し
て
、
携
え
帰
国
し
た
。

そ
の
年
、
長
瀬
真
幸

は
二

十

二
歳
。
後
年

に
み
ら
れ
る
よ
う
な
長
秋
と
真
幸
と

の
交
情
が

こ
の
こ
ろ
す

で

に
あ

っ
た
か
ど
う
か
。
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
長

秋
の
帰
国
後
す
ぐ
に
も
真
幸

は

宣
長

の
著
述

に
接
し
た
は
ず

で
あ

る
が
、
そ

こ
の
と
こ
ろ
は
定
か
で
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
か
ら
五
年
後

の
寛
政

三
年

に
は
、
陸
奥
に
旅
立

っ
た
長

秋
お
よ
び

杉
谷
舞
倫

(
玉
名

郡
分

田
村
八
幡
宮
社
司
)

の
二
人

に
、
宣
長
宛

て
の
書

状
を

託
し

て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
宣
長
学

に
関
心
を
示
し
て

い
た
こ
と
明
ら
か
で
あ

る
。

長
秋
と
舞
倫
は
陸

奥
か
ら

の
帰
路
ふ
た
た
び
松
坂

に
立
寄
り
、
翌
四
年

二
月

上
旬
ま

で
滞
在

、
こ
の
間

宣
長

の
著
述
を
多
数
書
写
し
、
帰
熊
し

て
真
幸
に
示

し
た
。
依

っ
て
以
後
、
真
幸
は
宣
長
学

へ
深
く
傾

倒
し
て
ゆ
く

の
で
あ

っ
た
。

と

は
、
肥
後

に
お
け
る
本
格
的
な
国
学
発
展

の
第

一
頁
を
飾
る
も
の
と
し

て
、

繰

り
返
し
語
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

真
幸
と
宣
長
と

の
学
問
上

の
交
流
は
、
ま
ず
、
直
接
対
話
、
ま
た
そ
の
講
箋

に
連
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
な
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
真
幸
が

宣
長
と
直
接

面
会
し
た

の
は
次

の
機
会

に
お
い
て
で
あ

る
。
す

な
わ
ち
、

○
寛
政
五
年

三
月

一
日
、
父

の
江
戸
行
き

に
従

っ
て
、
そ
の
途
次
松
坂

に
寄
る
。

こ
の
と
き
入
門
。

○
寛
政
八
年

五
月
十

三
日
か
ら
同
月
晦
日
ま
で
松
坂

に
滞
留
。

「
田
鷹

翁
行
状

略
」

(「
続
肥
後
先
哲
偉
蹟
」
巻
七
所
収
)

に
よ
れ
ば
、

「
昼

ハ
古
史
、
夜

ハ

源
氏
」
の
講
釈
を
聴

い
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

○
寛
政
九
年

三
月
、
高
本
紫
涙

・
山

口
責
積

と
と
も

に
上
京
。
三
月

三
十
日
、

松
坂
を
訪
問
。

○
寛
政
十

一
年

五
月

三
日
、
江
戸

に
赴
く
途
中
、
松
坂

に
立
寄
る
。

○
享
和
元
年

三
月
九

日
、
江
戸
に
赴
く
途
中

、
松
坂

に
立
寄
る
。

の
五
度

で
あ
る
。
が
、
右

の
う
ち
寛
政
八
年
を
除
い
て
は
、
松
坂
滞
在

は
き
わ

め

て
短
期
日
で
あ

り
、
親
し
く
宣
長

の
教
え
を
受

け
る
と

い
う

こ
と
は
な
か

っ

た

ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
宣
長

に
あ

っ
て
も
、
寛
政

四
年

の
紀
州
藩
出
仕
以
来

身
辺
多
事
を
き
わ
め
、
み
つ
か
ら
真
幸

に
、

「
近
来
殊
外
多

用

二
て
、

一
向
手

透
無
之
候

ヘ
バ
、
此
地
御
逗
留
中

と
て
も
、
ひ
し
と
打
か

ゝ
り
御
対
話

い
た
し

候

事
も
出
来

が
た
く
、

(中

略
)
兼

て
左
様
御

心
得
可
被
下
候
」

(寛
政
七
年
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三
月

二
十
二
日
付

け
書
翰

)
と
言

い
送

っ
て
い
る
あ
り
さ
ま

で
あ
る
。

そ

こ
で
、
宣
長

の
指
導
は
、
お
も

に
、

真
幸

が
文
書

で
も

っ
て
疑
問
を
呈

し

そ
れ

に
宣
長

が
意
見
を
書
入
れ

る
、
と

い
う
形
で
進
ん
で
い
く

の
で
あ
る
。

こ

れ
ら
問
答

の
真
幸

・
宣
長
自

筆
原
本

の
伝
存
す
る

こ
と
を
知
ら
な

い
が
、

そ
れ

ら
を
ま
と
め

て
転
写
し
た
も
の
四
種
が
管
見

に
入

っ
て
い
る
。

③
国
会
図
書
館
所

蔵
本

一
冊
。
墨
付
十
二
丁
。
外
題

「
斎
藤
問
答
」
。

奥
書

「
文
政

二
年
四
月

三
日

申
島
春
臣
」
。
弥
富
破
摩
雄
氏

旧
蔵
本
。

②
長
崎
県
立
図
書
館
諏
訪
文
庫
所
蔵
本

・
1

三
冊
。
外
題
は
三
冊
と
も

「本
居
問
答
」
。

巻
序
は
不

明
な
が
ら
、
転

写
の

日
付

け
の
順

に
並

べ
れ
ば
、
第

一
冊
は
墨
付
三
十
八
丁
、
奥
書

「
文
化

十

一

甲
皮
年

九
月
以
岩
崎
元
澄
本

写
之
畢
/
源
春
臣
」
。
第

二
冊
、
墨
付

二
十
二

丁
、
奥
書

「
文
政

二
年
三
月

廿
七
日
謄
写

申
島
春
臣
」
。
第

三
冊
、
墨
付

四

十
九
丁
、
奥
書

「
文
政
三
年

正
月

廿
九

日

中
島
春
臣
」

(%
丁
オ
)
、
「文

政

二
年

四
月
十

一
日
写
畢

中
島
春
臣
」

(49
丁
オ
)
。

各
冊
と
も

題
籏

.

巻
末

に
広
足
筆

で

「共

三
冊
」
と
書
付
け
。

③
同
右

・
Ⅱ

三
冊
。
②

の
転
写
本

(
一
箇
所
乱
丁
あ
り
)
で
あ
る
。
書
写
者
は
西
田
秋
実

(
弘
化

二
年

五
月
～
十
月
)
。

0

泉
都
大
学
所
蔵
本

一
冊
。
該
書

は
筑
摩
書
房
版

「本
居
宣
長
全
集
」
別
巻
二

(以
下

「
全
集
」

と
言
う
)

の
底
本

で
あ

る
故
、
書

誌

の
詳
細

は
そ
の
解
題
に
譲

る
。
大
正
十

三
年
、
熊
本

の
郷
土
史
家
宇
野
東

風
氏
が
吉
沢
義
則
博
士

の
需
め

に
応
じ

て

書

写
し
た
も

の
。
宇
野
氏
が
底
本

と
し
て
使

っ
た
も

の
の
伝
存

は
不
明

で
あ

る
が
、
想
像
す

る
に
自
筆
本
三
冊
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上

で
あ
る
。

そ
の
う
ち
③
は
、
②
を
透
き
写
し

に
し
た
ご
と
く
忠
実

な
転
写

本

で
あ
る
か
ら
、
当
面

の
問
題
か
ら
は
除
く

こ
と

に
す

る
。

ま
ず
①
に

つ
い
て

=
茜
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ

は
②
と
は
内
容

が
別

物

で
あ
る
。
外

題
に
も

「
斎
藤
問
答
」
と
あ

る
よ
う
に
、
肥
後
藩
儒
者
斎
藤
高

寿

(号
芝
山
)
と
真
幸
と

の
神
道

に
関
す
る
問

答

(高
寿
問

・
真
幸
答
)

で
、

そ
れ

に
宣
長

が
書
入
れ
を
し

て
い
る
の
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
真
幸
と
宣
長

と

の
直
接

の
問
答
を
集
め
た
②

と
違

っ
て
、
厳

密
に
言
え
ば
、
真
幸

・
宣
長

の

問
答
と

い
う
も
の
で
は
な

い
。
し
か

し
、
④

に
は

こ
れ
を
含
め

て

「
躰
囎
熊
報
答

問
書

」
と
題
し
て
い
る
。
ま
た
、

真
幸

は
自
分

の
答
に
対
し

て
宣
長

に
意
見
を

徴
し

て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
意
味

で
は
真
幸

・
宣
長

の
問
答
と
い
う
こ

と

に
も
な
る
。

よ

っ
て
、
本
稿

で
は
こ
れ
を
も
含
め
て

「
本
居
問
答
」
と
し
て

扱

い
、
以
下
に
お
い
て
、
①
②
を
広

足
写
本
、
④
を
宇
野
写
本
と
呼

ぷ

こ
と
と

す

る
。

こ
れ
ら

の
問

答
は
何
度
か

に
わ
た

っ
て
交

さ
れ
た
の
で
あ

る
か
ら
、
自

筆
原

本

な
る
も

の
は
、

そ
れ
ぞ
れ

の
問
答
ご

と
に
別

々
に
存
在

し
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
写
し
た

の
が
右

の
所
見
本

で
あ

る
が
、

い
ず
れ
も
問
答
の

成
立
順

に
は
並

ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
所
見
本

に
収
め
ら
れ
た
問
答
が
そ

の
全

て
で
あ

る
と
は
言
い
難

い
。
現

に
、
宇

野
写
本
は
、
広
足
写
本

に
あ
る
も
の
の

約
半
分
を
欠

い
て
い
る
。
す

で
に
①
に

つ
い
て
は
、
岡
中
正
行
氏
が

「長

瀬
真

幸
論
ー
特

に
本

居
宣
長

と
の
交
渉
ー
」

(
「国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
」
第

八

輯
、
昭
和
諺
年

3
月

)
に
お

い
て
と
り
あ
げ

ら
れ

て
い
る
が
、
①
④

に
は
言
及

さ
れ

て
い
な

い
し
、
成
立

に
関
し

て
筆
者
と

は
若
干

の
見

解
の
相
違
が
あ
る
。

ま

た
、
全
集

の
解
題
は
、
④
②

の
存
在

に
は
気
付

い
て
い
な
い
ご
と
く
で
あ
る
。

よ

っ
て
こ
こ
に
、
各
問
答

の
成
立

の
考

証
を
試
み
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
宇

野
写
本
は
、

そ
の
底
本
が

三
冊
本

だ

っ
た
ら
し
く
、
内

題
の
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.下

に

「
一
・
二

・
三
」

の
巻

の
数
字
が
う

っ
て
あ
る
。

宇
野
写
本

の
各
巻

の
問

答

は
、
広
足
写
本

の
次

の
ご
と
き
部
分

に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

第

一
巻
1

①
す
な
わ
ち

「斎
藤
問
答
」
全
体

第
二
巻
ー

②
第
二
冊
の
2
丁
オ
～
19
丁
ウ

第
三
巻
1

②
第
三
冊
の
26
丁
オ
～
娼
丁
ウ

つ
ま
り
、
宇
野
写
本
の
問
答
は
す

べ
て
広

足
写
本

に
あ

っ
て
、
広

足
写
本

に
は

宇

野
写
本

に
な

い
問
答
が
あ

る
。
う
ち
第

一
巻

と
第

三
巻
は
、
書

写
の
さ

い
生

じ
た
差
異
は
あ
る
が
、

そ
の
底
本

と
し
た
も

の
は
広
足
写
本

の
そ
れ
と
同

噌
の

自
筆
原
本

で
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

そ
れ

に
対
し
第

二
巻

は
、
広

足
写
本
と

宇

野
写
本
と

の
間

に
は
真
幸

の
本

文
に
相
異
が
見
ら
れ
る

の
で
、
ま
ず
そ
れ
に

つ
い
て
述

べ
る
。
広

足
写
本

に
お
い
て
は
、
各
問
答
毎
に
、

そ
の
初
め

に

「
い

ふ
か
し
き
条

々
」
と
か

「
不
審
条
々
」
と

い

っ
た
類

い
の
前
書
き
と
、
そ

の
終

り

に

「
本
居
大
人
玉
几
下
/
真
幸
」
な
ど
と
い

っ
た
充

て
所

・
署

名

が

記

さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
宇
野
写
本
で
は
そ
れ
ら
が
す

べ
て
省
か
れ

て
い
て
、
問
答

ご
と

の
区
別
が

つ
か
な

い
。
さ
ら
に
、
広

足
写
本

に
は
あ
る

「
詳

ニ
サ
ト
シ
玉

へ
」

「
猶
又
大
人

ノ
御
考

ヲ
聞

マ
ホ
シ
ク

コ
ソ
」

「委
御
考
示
玉

へ
」

と
い

っ

た
類

い
の
語
句
が
、
宇
野
写
本
に
は
い

っ
さ

い
な

い
。
ま
た
、
真
幸
疑
問

の
本

文
も
、
た
と
え
ば
、

〔
広
足
写
本
〕

古
事
記

二
、
多
測
具
久
白
言
云
々
。
此

名

ノ
意
イ
カ

ぐ
。
所
年
祭
祝
詞

二
、
谷

摸

ヲ
タ
ニ
ク

・
ト
点

セ
リ
。
此

タ

ニ
ク

・
ハ
百
舌

鳥
ノ
草

ク
キ

ナ
ド
ノ
ク
キ
、

又
木
間
飛
ク
キ

ナ
ド
云
ト
同
ク
、

ク
寸

ル
ナ
ル
ベ
シ
。

サ

テ

膜

ヲ
谷

ク

・
ト

〔
宇
野
写
本
〕

多
濱
具
久
、
名

ノ
コ

・
ロ
イ
カ

"
。
所
年
祭
祝
詞

二
、

谷
膜
、

タ

ニ
ク

・
ト

点

セ
リ
。

百

舌

鳥
ノ
草

ク
キ
、
木
間
飛
ク
キ

ナ

ド
云

二
同

ク
、
谷
ク

・
リ
ナ

ル

ベ
シ
。
久
延
毘
古

ヲ
山

田
之
曽

云
意
イ
カ

"
。
谷

ヲ
ク

"
ル
モ
ノ
ト
云

意
力
。
サ
テ
此
古
事
記

ノ
多
澗
具
久

ノ

名

ノ
意

ハ
別

力
、
示
玉

へ
。
又
同
段
、

久
延
毘
古

ヲ
於
今
者
山
田
之

曽
富
騰
者

也
、
此

コ
ト
イ
カ
寸
。

(10
丁

オ

・
ウ
)

の
ご
と
く
、

富
騰
ト
云
事

イ
カ

ぐ
。

(全
集

枷
頁

)

宇
野
写
本

の
ほ
う
が
整
理

さ
れ
た
形
と
な

っ
て
い
る
。
宣
長

の
書

入
れ
本

文

に
は
も
ち
ろ
ん
か
よ
う
な
異
同
は
な
い
。
ま
た
、
二
本
間

で
問
答

の

位
置
が

一
箇
所
替

っ
て
い
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
宇
野
写
本
第

二

巻
と

そ
れ
に
あ

た
る
広
足
写
本
②
第

二
冊

2
丁
オ
～

19
丁
ウ
と
に
関
し

て
、
広

足
写
本
は
自

筆
原
本
を
底
本
と
し

て
ま
と
め
て
写
し
た
も

の
で
あ
り
、
宇
野
写

本
は
、
そ

の
使

っ
た
底
本
が
広
足
写
本

の
そ
れ
と

は
異
な
る

も

の
、
す

な

わ

ち
、
真
幸

の
本
本
を
節
略
な

い
し
整
理
し
た
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
判

る
。

そ

こ
で
、
各
問

答
を
広

足
写
本

に
よ

っ
て
区
別
し

て
ゆ
く
と
、
次

の
よ
う
に

な

る
。

広

足

写

本

①②

全

体

1

※

第

一
冊

第
二
冊

2
丁
オ
～
20
丁

オ

2

※

21
丁

ウ
～

27
丁

ウ

3

※

28
丁
オ
～
銘
丁

オ

4

2
丁
オ
～

5
丁

ウ

5

5
丁

ウ
～

7
丁

オ

6

・
丁
亨

・
丁
ウ

丁

宇
野
写
本

第

一

巻

ナ

シ

第

二

巻
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9
丁

ウ

～

12
丁

オ

皿
丁

ウ
～

19
丁

ウ

19
丁

ウ
～

21
丁

オ

第
三
冊

π2
丁

オ
～
毘
丁
ウ

23
丁

オ
～
忽
丁
ウ

26
丁
オ
～
銘
丁

ウ

●910

 

11

※

12

 

13

※

ナ

シ

ナ

シ

第

三

巻

※
印

の
付

い
た
も
の
は
日
付

け
の
明
記
さ
れ
た
も

の
。
宇

野
写
本
で

は
、
8

・
9
の
順
序
が
入
れ
替

っ
て
い
る
。

)

以
下
、
右

の
各
問

答
の
成
立

に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。
ま

つ
、
日
付

け
の

記

さ
れ
た
も

の
か
ら
先

に
考
証
し

て
ゆ
く

こ
と

に
す
る
。

1

前
述
し
た
よ
う
に
、
斎
藤
高

寿
と
真
幸
の
問
答

に
、
宣
長

が
評
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
広

足
写
本

・
宇
野
写
本

と
も

に
、
冒
頭

に
真
幸
の
次

の
よ
う
な
書

付
け
が
あ
る
。

同
藩
斎
藤
権
之
助
高
寿
疑
問
、
去
年

返
答
相

認
、
従
江
戸
表
奉

入
貴
覧
候
処

、

又
々
再
問

に
付
、
付
札
返
答
仕
候
。
草
稿
之
儘
奉
貴
入
覧
候
。

と
く
と
御
添

筆
被
成
下
、
分

明
返
答
相

済
候

様
御
加
筆
奉
願
候

。
已
上
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
斎
藤
高

寿
が
疑
問
を
発
し
、
真
幸
が
そ
れ

に
答
え
て
宣

長

に
見
せ

た
。
さ
ら

に
再

び
高
寿
が
疑
問
を
発
し
、
再
び
真
幸
が
そ
れ
に
答
え

て
、

こ
れ
も
ま
た
宣
長

に
見
せ
た
。
そ

の
二
度
目
の
も

の
が
、
該
問

答
で
あ

る

(
一
度
目

の
も

の
に
つ
い
て
は
伝
存
す
る
こ
と
を
知
ら
な

い
)
。

広
足
写
本

で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
疑
問

の
箇
所

に
合
印

を
付

け
て
真
幸
の
答
が

う

し
ろ
に
廻
さ
れ
、
宇
野
写
本

で
は
各
疑
問

の
直
後

に
答
が
入

っ
て
い
る
と

い
う

違

い
が
あ
る
が
、
と
も

に
同

一
の
自
筆

(高

寿

・
真
幸

・
宣
長

)
原
本
か
ら

の

転
写
と
考

え
ら
れ

る
。
二
本

に
よ

っ
て
原
本

の
悌
を
相
像
す
る
に
、
真
幸

の
答

は
付
札
と
し

て
高
寿

の
疑
問

の
上

に
貼
ら
れ
、
余
白

に
宣
長

の
書
入
れ
が
あ

っ

た
と

思
わ
れ

る
。
ま
た
広

足
写
本

に
よ
れ
ば
、
宣
長

の
付

札
も

二
枚
あ

っ
た

こ

と
が
知
ら
れ

る
。
た
だ

し
、

こ
れ
ら

の
付
札
、
宇
野
氏
が
書
写
し
た
と
き

に
は

三
枚
が
侠
し

て
い
た
ら
し

い
こ
と
が
、

二
本
を
比

べ
て
み
て
明
ら
か
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
冒
頭
に
あ

っ
た
宣
長
付

札

一
枚
、
最
初

の
疑
問

に
対
す
る
真
幸
答
の

付

札

の
う
ち

の

一
枚
、
さ
ら

に
そ
れ
に
付
け
た
宣
長

の
札

一
枚
、

計
三
枚

が
宇

野
写
本
で
は
亡
く
な

っ
て
い
る
。
し

た
が

っ
て
宇
野
氏

は
宣
長
付

札
に
は
気
が

つ
か
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
侠
し
た
真
幸
付

札

一
枚

に
つ
い
て
は
、
そ

の
箇
所

に
、

「
コ
・
二
付

札
ノ
跡

ア
レ
ド

モ
切

レ
テ
無

シ
」
と
注
記

さ
れ

て
い

る
。次

に
、
該
問
答

の
成
立
時
期

に

つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
。
本
文
末
尾

に
は
、

十
月

廿
五
日

斎
藤
権
之
助

と
い
う
日
付
と
署
名
が
あ
る
。

こ
の
年

次
を
決
定
す

る
の
は
、
次

の
宣
長
書

翰

の
記
事

で
あ
る
。
寛
政
七
年

三
月
十
五
日
付

け
、
当

の
真
幸
に
宛

て
て
出
さ
れ

た
も
の
で
あ

る
。

貴

藩
中
斎
藤
氏
ト
御
問

答
の
書
致
拝
見
候
。
初

ノ
御

答
ノ
内

二
詞

ノ
相

違
有

之
候
哉

の
様

二
被
存
候
。
少
し

の
詞

ノ
云

ヒ
様

二
よ
り
て
意
も
違
、
難
問
も

出
来
候
事

二
御
座
候

ヘ
バ
、
能

々
詞
を
御
吟
味
可
被
成
御
事
也
。
存

知
寄
少

々
書
入
返
上
申
候
。

該
書
翰

は
、

早
く
近
藤
信
氏

「国
学
文
献
集
解
」

(昭
和
19
年

刊
)
に
紹
介
さ

れ
、
近
く
は
岡
中
氏

「本
居

宣
長

の
書
簡
」

(註

5
参
照
)

に
翻
字

さ
れ

て
い
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る
。
岡
中
氏
は
右

の
記
事

に
注
記
し
て
、

「
高
寿

の
再
問

に
は

「十
月

二
十
五

日
」
と
あ
り
、

こ
れ
は
寛
政
七
年

の
こ
と
で
あ

ろ
う
。

そ
し

て
本
簡

に
あ

る
第

一
回
目

の
問
答
が
行

な
わ
れ
た
の
は
、
寛
政

六
年

の
こ
と

で
あ
ろ
う
」
と

さ
れ

て
い
る
。
氏

は
、
書
翰
申

の

「
斎
藤
氏
ト
御
問

答
の
書
」
が
、
現
存

し
な

い

一

度

目
の
問
答
を
指
す
と
解
し
て
お
ら
れ

る
ご
と
く

で
あ

る
が
、

こ
れ
は
間
違

い

で
あ

っ
て
、
実
は

こ
の
二
度
目

の
問
答
を
指
す

の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
右
書

翰

の
文
句

「
初

ノ
御
答

ノ
内

二
詞

ノ
相
違
有
之

哉
云
々
」
と

い
う

の
は
、
広
足

写
本

の
真
幸

の
二
枚

目
付

札

(宇

野
写
本

で
は
侠
し
た
も

の
)

に
そ
れ
に
該
当

す
る
箇
所

が
あ

っ
て
、
宣
長
が

朱
で
線
を
引
き
、
さ
ら
に
付
札
し
て

「
此
朱
印

ノ
所
、
詞

ノ
云
カ

タ
違

ヘ
ル
故

二
義
理

モ
違

ヒ
テ
聞

ユ
ル
也
。
此
詞
ノ
如

ク

ニ

テ
ハ
(後
略
)
」
と
注
意
を
与
え

て
い
る
、
そ

の
こ
と
を

言

っ
て
い
る

の
で
あ

る
。

以
上

の
こ
と
か
ら
、
本

文
末
の
日
付

「
十
月
廿
五
日
」
と
書
翰

の
日
付

「
寛

政

七
年

三
月
十

五
日
」
と
を
勘
案
す

る
な
ら
ば
、
高
寿

の
再
問
は
前
年

の
寛
政

六
年

十
月

二
十
五
日
と

い
う

の
が
妥
当

で
あ

ろ
う
。
真
幸
の
答
、
宣
長

の
書
入

れ

の
時
期

は
明
確

で
な

い
が
、

こ
の
二

つ
の
日
付
け

の
間

に
行
な
わ
れ
た
と
い

う

こ
と
に
な

る
。

ま
た
、
伝
来

に

つ
い
て
は
以
下

の
ご

と
く

で
あ
ろ
う
。
ま
ず
自
筆
原
本

を
広

足
が
書
写
。

そ
の
広
足
書
写
本

が
弥
富
氏

の
手

に
渡

り
、
氏

の
死
後
国
会
図
書

館

の
蔵
に
帰

し
た
。

輔
方

、
原
本

は
宇

野
氏

の
蔵
す
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
氏

の

写
し
た
も
の
が
京
都
大
学

に
入

っ
た
。
原
本
は
現
在

不
明
。

つ
い
で
に
、

一
度
目

の
問
答

に

つ
い
て
も
、
伝
存
不

明
で
は
あ
る
が
、
考

え

て
み
よ
う
。
真
幸
が
第

二
度
目
問
答

の
前

掲

の
書
付

け
で

「去
年

返
答
相
認
」

と

い
う

の
で
あ
る
か
ら
、

寛
政

五
年
以
前

に
真
幸
答
が
成
立
、

そ
れ

を

「
従
二

江
戸
表

一
奉
レ
入
二
貴
覧

一候
」
と

い
う
の
で
あ

る
か
ら
、

真
幸
が
江
戸

に
滞

在

し

て
い
た
寛
政

五
年

三
月

以
降

に
宣
長

に
送

っ
た
、
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
か

く
期
間
が
狭
ま
れ
ば
、

寛
政

五
年
五
月

二
十
八
日
付
け

の
真
幸
宛

て
宣
長
書
翰

中

の
次

の
記
事
は
、

岡
中
氏

は
断
定

を
避
け
て
お
ら
れ
る
が
、

こ
の

一
度
目
の

問

答
を
指
す

こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。

御
同

僚
の
疑
問
及
御

答
弁
、
致
拝
見
候
。
御
弁
宜
奉
存
候
。

(中
略
)
疑
問

の
趣

ハ

一
通
り
漢
学
者

の
何
れ
も
何
れ
も
申
事

二
て
御

座
候
。
と
か
く
古
道

古
意

ハ
古
事
を
よ
く
よ
く
根

ヲ
堀

テ
考

ヘ
ザ

レ
バ
、

一
通
り
の
う
は

べ
ノ
考

二
て

ハ
、
疑

の
ミ
可
有
事

二
候
也
。
右
御

答
弁

へ
存
寄
り
少

々
書
加

へ
申
候

。

こ
の
宣
長
書
翰
は
四
月

三
十

日
付
け
真
幸
書
翰

へ
の
返
事

で
あ

っ
て
、

こ
の
問

答
は
そ
の

真
幸
書
翰
と
と
も
に

宣
長
に

送
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

真
幸
が

「
返
答
相

認
」
め
た
時
期
も
、
宣
長

に
面
会

す
る
三
月

一
日
以
前

な
ら

そ
の
場

で
宣
長

に
渡
す
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
降
、
す
な
わ
ち
江
戸

に
お

い
て
で

あ

っ
た
ろ
う
。
高
寿

の
疑
問

は
、
こ
の
年
高

寿
は
江
戸

に
在

っ
た
形
跡
が
な
く
、

ま
た
、

手
紙
に
よ

っ
た
と
も
期
間

の
短
か
さ
か
ら
考
え
が
た
く
、

お
そ
ら
く
真

幸

の
遊
学
以
前

に
高

寿
か
ら
手
渡
さ
れ
、

そ
れ
を
携
え
て
江
戸

に
上

っ
た
も

の

と
思
わ
れ
る
。

こ
の

一
度
目
の
問
答

の
内

容
は
し
か
と
は
判

ら
な
い
が
、
真
幸

の
答

の

一
斑

は
、

二
度
目

の
高
寿
疑
問

の
中

に
窺
う

こ
と
が
で
き

る
。

2

.
11

結
論
か
ら
先

に
言
う
と
、
両
問
答
と
も
、
寛
政

五
年
三
月

一
日
に
真
幸
が
宣

長

と
初

め
て
面
会
し
た
と
き
手
渡
し
た
も
の
で
、
11
が
上
巻
、
2
が
下
巻

に
あ

た
る
も

の
で
あ
る
。
11

は
真
幸

の
序
文
を
添

え
て
疑
問
十
七
項
目
、
そ

の
奥
書

に
、右

頭
書
井

二
傍
書
等

、片
仮
字

二
書

ケ

ル
モ
ノ

ハ
皆
本
居

宣
長

翁
之
返
答
也

。

平
か

な
に
か
け
る
は
真
幸
が
後
考

二
て
、
前
説

の
誤
な
ど
あ
ら
た
め
た
ゴ
せ

る
也
。
見
む
人

よ
く
わ
き
だ
め

て
よ
。
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寛
政

六
年

六
月

長
瀬
真
幸

と
あ
る
。
2
は
十
八
項
目

の
疑
問

に
、
奥
書

に
次

の
ご
と
く
あ
る
。

右
疑
問
上
下

二
巻
、
過
し
春
伊
勢
松
坂

に
い
た
り
、
た
ゴ

に
本
居

翁
に
謁
え

て
問
置
け
る
件

々
な
り
。
此
答
、
加
筆
あ
り
て
こ
た
び
か
な
た
よ
り
東

の
や

ど
り

に
送
り
返
さ
る
。

寛
政
五
年

七
月
於
大
江
門
龍

口
舎

真
幸
書

か
た
か
な

の
書
入
、
皆
本
居
翁

の
答
也
。
其
例
、
上
巻

に
ひ
と
し
。

同
六
年
六
月
廿
六
日
後
考
畢
。

真
幸
が
宣
長

に
初
め

て
面
会
す

る
の
は
、
前
述

の
よ
う
に
、
寛
政
五
年

三
月

一
日
、

こ
の
時
、
真
幸
は
宣
長

に
右

の

「
疑
問
上
下

二
巻
」
を
預
け
て
お
い
た

の
で
あ
る
。
と

こ
ろ

で
、
宣
長

の
方

は
、
真
幸
と
面
会

の
の
ち
、

こ
の
三
月
十

日
か
ら
実
子
春
庭
を
伴

っ
て
京

に
上

っ
て
い
る
。
宣
長

の
京
都
滞
在
は
翌
月

四

月

十
二
日
ま
で
で
あ

る
が
、
宣
長

は
在
京
中

に
真
幸
と
会

う

つ
も
り
で
あ

っ
た

ら
し

い
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
旅

の
記

で
あ

る

「
寛
政

五
年
上
京
日
記

」

(全

集
第

十
六
巻
所
収
)

の
初
め

に
旅
先
で
の
心
覚
え
が
記

さ
れ

て
い
る

の
で
あ

る

が
、
そ

の

「在
京
」

の
箇
所

に
、

肥
後
長
瀬
七
郎
兵
衛

へ
対

面
之
節
書
物
渡

ス

と
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
が
、
真
幸
は
翌
六
年
ま

で
江

戸
に
留
ま

っ
た
た
め
、
宣

長

の
予
定

は
実
現

さ
れ
ず
、
そ

の
こ
と
を
宣
長
は
、
京

か
ら
帰

っ
て
真
幸
に
到

し
た
書

翰

(
五
月

二
十
八

日
付
け
)
で
次

の
よ
う

に
言
い
送

っ
て
い
る
。

一
、
拙
生

義
も
愈
上
京
仕

、
三
月
中
旬
よ
り
四
月
中
旬
迄
京
師

二
逗
留
仕
候

。

其
節

も
し
江
戸
よ
り
御
帰

り
も

可
被
成
哉
と
、
折
角
御
待
申
候
処
、
無
其
御

儀
、
秋
頃
迄

ハ
江
戸

二
御
逗
留
の
由
、
御
帰
国

の
節

ハ
、
必

々
御
立
寄
被
下

候
様
、
奉
待
候
。

(中
略
)

一
、
先
達
て
此
方

二
御
残
し
置
被
成
候
書
共
、
先
御

預
り
申
置
候
。
御
疑
問

も
跡
よ
り
御
答
可
申
候
。

(中
略
)何
事
も
何
事
も
、
秋
期
貴
面
可
申
承
候
。

宣
長

は
、

そ
の
年

の
秋
に
真
幸
と
直
接
会

っ
て
疑
問

に
答
え
る

つ
も
り
で
あ

っ

た
ら
し
い
が
、

そ
れ
も
実
現

さ
れ
ず
、
答
を
書
入
れ
た
う
え
江
戸

に
「
送
り
返
」

し
た
の
で
あ

る
。
七
月
七

日
付
け

の
真
幸
宛

て
書
翰

に
、

「御
問
目
弐
帖
、
是

又
返
進
申
候
。
御
見
識
甚
宜
相
聞
え
申
候
。
其
内
存
知
寄

の
所

々
愚
意
書
入

申

候
」
と
あ

る
の
で
、

こ
れ
と

一
緒

に
送

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
七
月
中

に
江

戸

の
真
幸
の
も
と

に
届

い
た
こ
と
は
、
右

の
奥
書

に
よ

っ
て
知

れ
る
の
で
あ
る
。

同
奥
書

の

「
後
考
」
と
い
う
の
は
、
そ

の
後

真
幸
が
折
り

に
ふ
れ

て
し

て
い
っ

た
余
白

へ
の
書
入
れ
を
指
し
て
お
り
、
そ
れ
が

翌
年

の
六
月

二
十
六
日
ま
で

つ

づ

い
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ

て
、
書
入
れ

で
あ
る
が
、
量
的

に
僅
か
な
書
写
者
広
足
の
も

の
と
お
ぽ
し

き
書
入

れ
を
除
く
と
、
次

の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

⑦
頭

に

「
●
」

の
合
印

の
付

い
た
も

の

④
頭

に

「
後
考

る
に
」

「真
幸
後
考
る
に
」
な
ど
と
記

さ
れ
て
い
る
も

の

㊥
右

の
合
印

や
注
記

の
な
い
も

の

で
あ
る
。
⑦

は
、
2

の
-
丁

ウ
ラ
に

「春
臣
云
、
本
居
翁

ノ
書
入

ハ
今

・
ノ
印

ヲ
以

テ
分

ツ
」
と
あ
る
広
足
の
朱
筆
注

記
に
よ

っ
て
宣
長

の
答
で
あ
る

こ
と
が

わ
か
る
。
④

は
奥
書

に
言
う
と
こ
ろ

の
真
幸

の
「
後
考
」
で
あ
る
こ
と
明
白
で
あ

る
。
た
だ
し
、
⑦
は
す

べ
て
奥
書

に
言
う
と
お
り
片
仮
字
で
あ
る
も

の
の
、
④

は
必
ず
し
も
平
仮
字

で
書

か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
㊥
の
書
入
れ

に
は
平

仮
字

・
片
仮
字
と
も

に
あ
る
。

こ
の
書
入

れ
の
主

に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、

2

の
古
代

の
暦
日
に
つ
い
て
の
疑
問

の
箇
所

(
10
丁
オ

モ
テ
～
同

ウ
ラ
)
に
、

◎

「大
人
御
作

の
真
暦
考
と
や
ら
む
い

へ
る
御
書
は
、
此
皇
朝
上
代

の
暦

の

御

考
に
や
。

い
と
見

ま
く

ほ
し
く
待
れ
」

(
10
丁
オ
)

⑦

「
予
、
真
暦
考

一
巻

ヲ
著

シ
テ
ク

ハ
シ
ク
此
事

ヲ
論

フ
。
此
書

ス
デ

ニ
印
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行

セ
リ
。
見

玉

へ
。
」

(
10
丁

ウ
〉

④

「
後
真
幸
考

二
、
師
真

暦
考
、
己
か

つ
て
ひ
そ
か
に
考

へ
つ
る
に
、
的
論

明
弁
也
。
上
代

は
ま

こ
と
か
く

の
ご
と
く

こ
そ
あ
り

つ
れ
。」

(
10
丁

ウ
)

と
あ

る
を
以

て
み
れ
ば
、

明
ら
か

に
に
の
書
入

れ
◎

は
、
疑
問
を
宣
長

に
渡
す

前

に
真
幸
み
つ
か
ら
記

し
た
も

の
で
あ
る

こ
と
が
知

れ
る

の

で

あ

る
。
し
か

し
、
な
か

に
は
宣
長

の
答
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
も

の
も
あ

っ
て
、

明
確

に
断

定
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
多

い
。
宇
野
写
本
奥
書

に
よ
れ
ば
、
自

筆
原
本

は
真
幸

も
宣
長
も
墨
書

で
あ

っ
た
ら
し
く
、
そ

の
た
め
書
写
者

に
よ
る
判
断

の
躊
躇

・

誤
認
も
あ
る
と
考

え
ら
れ

る
。

3

か
ば
ね

該
問

答
は
、

「
万
葉
集

の
い
ぶ
か
し
き
ふ
し
ー

」

二
項

目
、

姓
お
よ
び
神

代

巻

に
関
す

る
問
答
か
ら
成

っ
て
い
る
。

そ
の
奥
書

に
、

右
本
居
先
生
え
問
条

々
、
返
答
加

筆
有

て
被
差
返
。

寛
政
七
年

四
月
十
三
日
達

と
あ
る
。

13

疑
問

二
十

一
項
目
、
扉

(
26
丁

オ
)

に
、

寛
政

八
五
月

本
居
大

人
添

削

と
あ

っ
て
、
成
立

の
時
期
も
明
白
。
宇
野
写
本
も
同
様

(全
集
伽
頁
)
。
そ
の

日
付
け
か
ら
、

こ
の
問

答
は
寛
疏

八
年
五
月

十
三
日
か
ら
同
月
晦
日
ま
で

の
真

幸
松
坂
滞
在
中

に
交

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
疑
問
第
十
九
目

の
真
幸
疑
問

の
本
文

(
45
丁
オ
、
全

集
即
頁

)

に
、さ

き

の
と
ひ
目

に
、
祓

の
わ
ざ
ど
も

に
は
、
後
世
陰
腸
家

の
作
法
混
れ

る
と

示

給

ひ
ぬ
。

よ
く
考

る
に
信

に
し
か

ぞ
あ
り
け
る
。

と
あ
る

。
こ
の

「
さ
き

の
と
ひ
目
」
と
は
、
疑

問

第

二

目

(
銘
丁

オ
～

31
丁

オ
、
全
集
㎜
頁
～
瀧
頁

)
の

「
名
越
祓
」
に
関
す

る
問
答
を
指

し
て
お
り
、

そ

こ
で
宣
長

は
、

今

ノ
京

ト
ナ
リ

テ
ハ
祓

ノ
作
法

多
ク
陰

陽
家

ノ
ワ
ザ

ニ
ナ
リ
、

イ

ロ
く

混

雑

シ
タ
レ
バ
、

ト
カ
ク
明

ラ
カ
ナ
ラ
ズ
。

と
い
う
書
入
れ
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
第

十
九
目

の
真
幸
疑
問
成

立
時
点

に
お

い
て
は
、
す

で
に
第

二
目

へ
の
宣
長
答
書
入
れ
が
済
ん

で
い
て
真

幸

の
手
許

に
あ

っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
わ
け
で
あ

る
か

ら
、
今
回

の
問

答
は
、
従
来

の
よ
う
に
真
幸
が

こ
れ
ら
の
疑
問
を
書

き
留

め

て
お

い
て
ま
と
め
て
宣
長

に
呈
す
る
と
い
う
よ
う
な
や
り
か
た

で
は
な
く
、

松
坂
滞
在
中

に
疑
問

が
成

る
た
び

に
宣
長

に
示
し

て
答

の
書
入
れ
を
求

め

て
い

っ
た
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

ま
た
、
該
問
答
に
も
真
幸
自
身

の
書
入
れ
が
あ
る
。

が
、
こ
れ
ら

に
は
、

2

や
11

に
あ

っ
た
よ
う
な

「
後
考
」
と
冠
し
た
も

の
は
な
い
。

「
素
抱
」
に
関
す

る
疑
問

(謎
丁
オ
、
全
集

描
頁
)
に
、

田
安

の
殿

に
は
在

満
ま
た
岡
部

翁
な
ど
に
仰

て
、
く
は
し
く
世

々
の
さ
ま
を

考

へ
定

メ
置
か
し

ゝ
と
う
け
た
う
は
る
。
今
も
彼

の
御
家

の
臣
長
野
清
良

と

い
ふ
人
、
く
は
し
く
其
御
考
を

つ
た

へ
て
、
宗
武
卿
の
御
著
述

の
書

も
数

々

あ

る
よ
し
語
り
ぬ
。

そ
の
部
分

へ
の
真
幸
書
入
れ

に
、

田
安
先
君
御

著
述
書
、
服
色
管
見

・
服
色
漫
語

・
玉
函
秘
抄

・
玉
函
叢
説
等

有
り
と
そ
。
凡
百

二
十

一
部
也

と
清
良
か
た
れ
り
。

一150一



と
あ

る
。

「
本
居
宣
長
随
筆
」
巻
十
二

(写
本
、
全
集
第

十
三
巻
所
収
)

の
、

長
瀬
真
幸
云
。
田
安
申
納
言
宗
武
卿
御
著
述
ノ
書
、
服
色
管
見
・
服
色
漫
語
・

玉
函
秘
抄

・
玉
函
叢
説
ナ
ド

ア
リ
ト
、

ソ
ノ
御
内

ナ

ル
長

野
収
負
清
良

語
レ

リ
。
此
清

良
、
宗
武

卿
ノ
御
考
ド

モ
ヲ
伝

ヘ
テ
、
右

ノ
御
書
ド

モ
ヲ
モ
数

々

所

蔵

セ
リ
ト
ゾ
。

(
6
)

と

い
う

の
は
、右

の
真
幸
疑
問
お
よ
び
真
幸
書
入

れ
を
見

て
の
メ
モ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

真
幸
書
入

れ
に
も
宣
長

の
簡
単

な
答
が
書
入
れ

て
あ

っ
て
、
こ
れ
ら

の

例

か
ら
考

え
て
、
該
問
答

の
真
幸
書
入
れ
は
、
後
考

の
注
記
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
す
れ
ば
、
宣
長

に
手
渡

す
前

に
し
た
た
め
と
考
え

て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
日
付

け

の
は

っ
き
り
し

て
い
る
も

の
で
あ
り
、
他

の
問
答

に
つ
い
て

は
そ

の
成

立
時
期
を
明
確

に
す
る
徴

証
が
な

い
。
た
だ
、
同

じ
問

題
が
何

度
か

に
わ
た

っ
て
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も

の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
真
幸
本
文

・
宣

長

の
書
入
れ
本
文
を
検
討
し

て
ゆ
け
ば

そ
の
前
後
関
係
を
推
定
し
得
る
も
の
も

あ

る
。

ま
ず
、

真
淵

著
述
の

「祝
詞
考
」
中

の
説

に
対
す

る
疑
問
を
四
度
に
わ
た

っ

て
繰

り
返
し
て
い
る
。
①
②
…
…
は
宣
長
書

入
れ
。

4

(前
略
)
白
人

・
胡
久
美

の
説
、
未
詳
歎
。
新
羅
人

・
高
麗
と
、
岡
部

翁

の

考
ら
れ
た
る
は
い
か
y
。
御
考
示
給

へ
。

(中

略
)
天
津
宮
事
と
は

い
か
ゴ
。

天
津
宣
事

と
考
ら
れ
た
る
も

い
か

ゴ
。

こ
は
天

ツ
宮

の
故
を
以

て
、
大
中

臣

解
除
を
司
り
て
す
る
と
の
儀

な
ら
ん
か
。

(中

略
)
菅
麻

は
、
菅
と
麻
と
二

物
欺
。
菅
を
手

に
取

持
て
祓

す
る
よ
し
、
万
葉
集

の
寄

に
よ
め
り
。
是

は
年

中
行
事
晋
に
よ
め
る
、
夏
引
の
麻
大
ぬ
さ
取
そ
へ
て
云
々
を
、
同
じ
く
浄②

大

ぬ
さ

に
て
、
則
其

罪
を
賄

ふ
祓
物
、

い
は
ゆ
る
別
戸
麻

一
条

と
あ

る
、
是

か
。④

コ
レ
ト

ハ
別

ノ
事

也

②

ア
ラ
ズ

①

②

5
御
加
筆
被
成
下
候
祝
詞
考
申
之
疑
条
、
天
津
宮
事
ト
申
万
宜
由
。
是
ハ
天
津

◎

宮

ノ
古
事

ヲ
以

テ
申

臣
祓

ヲ
司
リ
テ
ス
ル
ト
云

コ
ト
歎
。

④

⑤

白
人
、
班
白
病
歎
。
古
久
美
、
癒
肉
歎
。

カ

・
ル
難
病
等

ヲ
ウ
ク

ル
モ
罪

ノ

稜

ニ
ヨ
レ
ル
故
、
国
津
罪

ノ
目

二
入

ル
歎
。
高
津

神

・
高
津
鳥

ノ
災
等
も
同

シ
意

ニ
テ
、
罪
目

二
入
例
歎
。

菅

曽
、
菅

ヲ
サ
キ

テ
箒
ノ
類

ヤ
ウ
ノ
モ
ノ
ト
シ
、
掃

フ
ゴ
ト
キ

ワ
ザ

ス
ル
ト

◎

ノ
説
、
的

レ
リ
ヤ
。
叱

フ
バ
今

ノ
祓

串
、
其
遺
意
歎
。
貞
観
儀
式

.北
山
塑

江
次
第
等
、
神
祇
官
班
切
麻

ト
ア
ル
、
則

コ
レ
カ
。
菅

ヲ
取

テ
祓

フ

コ
ト

ハ

万
葉

ノ
寄

ヨ
キ
証
也
。
年
中
行
事
寄
合
、
麻

ノ
大

ヌ
サ
取

ソ

ヘ
テ
百
司

ノ
ミ

ソ
ギ

ス
ラ
シ
モ
ト
云

モ
、

コ
レ
歎
。

①
大
祓
詞
後

尺

二
何
事

モ
委
云
リ
。

②
高
天
原

ノ
天
照
大
御
神

ノ
朝
廷

也
。

③
高
天
原

ノ
朝
廷

ノ
儀
式

ニ
ナ
ラ
フ
ヨ
シ
也
。

④

コ
レ
ハ
タ

寸

微
也
。

⑤
同
上
。

⑥

コ
レ
ハ
然

ラ
ズ
。

⑦

コ
レ
モ
別
也
。

①

③

◎

④

7
視
詞
考
、
大
祓
詞

ノ
中

、天
津
宮
事

ヲ
天
津

宣
事

ト
シ
、
古
久
美

ヲ
古
久
麗

ノ

誤
ト
考

ラ
レ
シ
バ
、
的

レ
ル
ヤ
、
イ
カ

ぐ
。
大
人
考
ノ
御
考

ヲ
承

タ
ク

コ
ソ
。

◎菅
麻
云

々
ヲ
モ
イ
ブ

カ
シ
ク
ナ
ム
。

①

宜

シ
。

②

ワ
ロ
シ
。

③
宜

シ
。

④
大

ニ
ワ
ロ
シ
。

⑤
是

ハ
考

ノ
説
宜

シ
。

①

②

13

岡
部

翁
祝
詞
考
、
大
祓
詞

の
中
、
白
人

・
古
久

麗

の
説
、
天
津
宣
事

の
説

、
い

か
y
し
く

お
も

へ
侍

る
。
大
人

に
は
ま
た
、
こ
と

に
く

は
し
き
御
考
あ
ら
ん
。

◎

(中
略
)

さ
て
大
祓

の
後
釈
、
未
脱
稿
給
は
ざ
る
や
。
早
く
み
ま
ほ
し
う
な

ん
。
ね
が
は
く
は

い
か
に
す

み
や
か

に
物

し
給
は
ん
や
。
己
ら
が
と
も
が
ら

み
な
、
天

つ
み

つ
仰

て
待
居
侍
る
。

も
し

草
本
成

た
ら
ば
、

見
せ

給

へ
か
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し
o①

此

説
、
大

ニ
ヒ
ガ
ゴ
ト
也
。

②

コ
レ
モ
ワ

ロ
シ
。

③
大
祓
後
尺
、

コ
ノ
コ
ロ
板
本
出
来

テ
ウ
リ
出

シ
タ
リ
。

こ
れ
ら

の
前

後
関
係
を
検
討
す

る
と
、
4
は
、
真
幸

の
考
え
も

5

・
7
ほ
ど
は

っ
き
り
ま
と
ま

っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
宣
長
も
そ
こ
で
は
積
極
的

な
書
入
れ
を
行

な

っ
て
い
な

い
と

こ
ろ
を
見
れ
ば
、

こ
れ
が
最
も
早

い
時
期

の
も

の
と
思
わ
れ

る
。
右

の
4
に
筆
者
が
引
用
し
た
部
分

は
、
5

・
7

・
13
で
繰
り
返
し
真
幸
が

疑
問
を
呈
し
た
問
題
と
共
通

の
も

の
だ
け
節
略

し
た
も

の
で
あ
り
、

そ
の
他

の

問
題

に
つ
い
て
は
宣
長

が
書
入
れ
で
答
を
与
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、

4
で
宣
長

か
ら
明
確
な
答
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
問
題

に
つ
い
て
、
5

・
7

・
13
に
お

い
て

宣
長

に
答
を
促
し
た

の
で
あ
る
。

5

の

「
御
加

筆
被
成
下
候
祝
詞
考
中
之

疑
条
云

々
」
が
7
を
指

し
て
い
る

こ

と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

宣
長

は
そ
こ
で

「大

祓
詞
後

尺

二
何
事
も
委
云

リ
」
と

書
入
れ
す
る

の
で
あ
る
が
、

「大
祓
詞
後

釈
』
に

つ
い
て
は
、
宣
長

は
書
信

で

も
何
度
か
真
幸

に
そ

の
進
行

状
況
を
書
き
送

っ
て
い
る
。

○
大
祓
後
釈
も

い
ま
だ
得
書
立
不
申
候
。
是
も
何

と
ぞ
当
年
中

ニ
ハ
書
立
可
申

と
心
掛

罷
在
候
。

(
寛
政

七
年

三
月
十
五
日
付
け
)

○
大
祓
詞
後
釈
脱
稿

い
た
し
、
此
節
板
下
相

認
申
候
。
無
程
上
木

可
仕
候

(同
年
八
月
十

一
日
付

け
)

○
大
祓
後
釈
も
来

正
月
中

二
彫
刻
致
出
来
候
筈

二
御
座
候
。

(同
年
十

二
月
五
日
付

け
)

(
7
〉

「
大
祓
詞
後
釈
」
は
寛
政
八
年

四
月

に
板
本

が
完
成
さ
れ
た

の
で
あ

る
が
、
13

(
寛
政
八
年
五
月
)

に
よ
れ
ば
、
真
幸
は
そ
れ
ま

で
ま
だ
知

っ
て
お
ら
ず
、

こ

の
と
き
初
め

て
宣
長

か
ら
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
右

の
四
つ
の

問

答
は
、
寛
政
八
年

五
月
成
立

の
13
を
最
後

と
し

て
、
4

・
7

・
5
の
順
序

で

成
立

し
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
右

の
三
月
十
五
日
付
け
宣
長
書
翰

に
、

一
、
山
城
国
賀
茂
上
下
社
祭
神

の
事

御
尋
被
下
候
。
上

ノ
社

ハ
別
雷
神
、
下

ノ
社

ハ
御
祖
神

ト
申

テ
、
別

雷
神

ノ
御
母

也
。
其
来
由

ハ
山
城
国

風
土
記

二

見
え
て
釈

日
本
紀

二
引
申
候
也
。

(中
略
)

一
、
比
礼

・
於
須
比

ハ
別
物
也
。
比
礼

ハ
如
仰
婦
人

の
肩

二
掛
候
物
也

。
(後

略
)

と
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
4

の
真
幸
疑
問
、

賀
茂
祭

神
の
こ
と
、
詳

に
う
け
給
は
り
ぬ
。

風
土
記

の
説
正
し
く

こ
そ
。
(後

略
)

(
37
丁

ウ
)

大
祓
詞

の
初

に
、
比
礼
掛
伴
男

・
手
繊
掛
伴
男
と
い
ふ
を
女
官
と
し
、

靱
負

劔
侃
を
男
官
也
と

い
ふ
岡
部

翁
の
説
は
い
か

y
。

(鈎
丁
ウ
)

と
あ
る
を
指
す
と
考

え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、

4

の
真
幸
疑
問
は
、

こ
の
書
翰

の
日
付
け
寛
政

七
年

三
月
十

五
日
以
前

に
宣
長

の
手
に
渡

っ
て
お
り
、
そ
れ
か

ら

日
を
お
か
ず

真
幸

に
返
却
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

9

・
13

に
お
い
て
真
幸
は

「名

越
祓
」
に
関
す
る
問

題
を
採
り
あ
げ

て
い
る
。

9

の
文
を
掲
げ
る
。

名
越
祓
は
夏
越
祓

の
意
歎
。
和

ム
意
を
も
あ
る
か
。
火
剋
金

の
説
は
例

の
附

会
也
。
さ

て
、
名
越
祓
は
私

の
家

々
に
て
す
る
祓
に
て
、
か

の
朝
廷
大
祓

と

は
も
と
よ
り
別

に
て
、
中
比
よ
り
始

れ
る
な
ら
む
。
作
法

は
朝
廷

の
式

に
な

ら

へ
る
欺
。

麻
の
葉
を
切
に
き
り
て
祓

つ
る
か
な
と
云
嵜
、

い
か

ゞ
。

麻
を

祓

に
用
る

こ
と
は
古
法
と
み
ゆ
。
麻

の
葉
を
切
て
は
ら
ふ
と

は
い
か

ゴ
。
後

に
は
か

ゝ
る
わ
ざ
も

い
で
き
し
か
。

右
は
9

の

「
名
越
祓
」
に
関
す
る
全
文

で
あ
る
が
、

宣
長

の
書
入
れ
は
な
い
。
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そ
れ
に
対
し
、
13

に
お
い
て
は
、
右

の
疑
問
を
含
め

て
三
丁

に
わ
た

っ
て
詳

し

く
長
文

で
記
し

て
お
り
、

宣
長
も
詳
細
な
書
入
れ
を
行

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ

て
、

9
が
13
よ
り
も
早

い
時
期

の
も

の
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ

る
。

そ
の
他

に
9
と
13

で
共
通
す

る
の
は
、

「
七
夕
」
と

「
呼
子
鳥
」

の
問

題
で

あ
る
。

こ
れ
ら

に
つ
い
て
9

・
13
を
比
較
し
て
気

づ
く

こ
と
は
、

13
に
お
い
て

真
幸
が
疑
問
を
草
す

る
に
あ
た

っ
て
9

の
宣
長
書
入
れ
を
見

て
い
な

い
の
で
は

な
い
か
、
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、

た
と
え
ば

「
七
夕
」
に
関
す

る

こ
と
で
、
真
幸

は
9

で
、

七
月
七

日
星
祭
は
、

も
と

よ
り
異
国

の
俗

に
な
ら

へ
る
な
れ
ど
、

棚
機
女

の

名

は
此
皇
国
神
代

の
神

の
名
を
附
会
し

て
、
寄

に
は
習
合
し

て
よ
め
る
。
七

夕

の
歌
、
奈
良

ノ
朝
よ
り
よ
め

る
歎
。

と
述

べ
て
い
る
。

そ
れ

に
対

し
て
宣
長
は
、

一
言
、

然

リ

と
書
入
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
真
幸
は
13

で
も
全
く
同
じ
内
容

の
問

い
を
繰

り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
宣
長
は

「
御
考

ヘ
ノ
如

シ
」
と
書
入
れ

す
る
。
ま
た
、

「
呼
子
鳥
」

に

つ
い
て
も
、
13
の
真
幸
疑
問
は
、

9
の
宣
長
書

入

れ
を
見
た
う
え
で
な
さ
れ
た
と
は
言

い
が

た
い
。

こ
の
こ
と
は
次

の
よ
う

に

考

え
ら
れ
る
。
前
述

の
ご
と
く
13
は
真
幸

の
松
坂
滞
在
中

に
交

さ
れ
た
問
答

で

あ
る
。

こ
の
時

点
で
真
幸

は
9

の
宣
長

答
を
目

に
し
て
い
な
い
。
し
か
も
宣
長

の
手

に
も

そ
れ
は
な
か

っ
た
。
と
す
れ
ば
、

こ
の
問
答
9
が
宣
長

か
ら
送
り
返

さ
れ
、

そ
れ
が
真
幸
の
も
と

に
届
く
前

に
真
幸
が
熊
本
を
発
ち
、
行
き
違

い
に

な

っ
た
と

い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
9
は
寛
政
八
年

五
月
以
前

、

そ
れ

に
ご
く
近
い
時
期

の
成
立
と

い
う
こ
と

に
な
る
。

3

・
7

に
は
と
も

に

「万
葉
集
」
編

纂
に
関
す
る

一
項

が
あ

る
。
真
幸
本
文

の
分
量
は
3

の
方

が
7
の
約

二
倍

で
、
か
な
り
詳
し

い
。

い
つ
れ
も

言
わ
ん
と

す

る
と

こ
ろ
は
変
ら
な
い
が
、
そ

の
視
点
が
少
し
く
違
う
。

概
は
、
ま
ず
最
初

に

「
栄
花
物

語
」

「
古
今
真
字
序
」

「
県
居
大
人
」

の
説

を
並
び
掲
げ
た
あ
と
、
自
説
と
し

て
、

「万
葉
集
」
が
勅
撰
で
は
な
く

て
、
「
聞

ツ
イ
デ

け
る

に
し
た
か
ひ
、
見

い
つ

る
ま

ゝ
に
集
記
た
」
も

の
で
あ
り
、

「
巻

の
序
」

も

「
後
人

の
わ
ざ
と
の
み
も

さ
だ
め
が
た
」

い
、
と
述

べ
る
。
宣
長

は
真
幸

の

説

の
箇
所

に
、

「
コ
レ

ヨ
リ
下

ノ
御

考

ヘ
ミ
ナ
宜

シ
。
愚
老

モ
カ
ク
思
フ
也
」

と
賛
意
を
表
わ
し

て
い
る
。

そ
れ

に
対
し
て
7
は
、

「万
葉
集
」
は
勅
撰

で
は

な
く

て
、

「
私

二
古
寄

ド
モ
見
聞

ニ
マ
カ
セ
テ
、

(
中
略
)

ツ
ギ
ー

二
書
集

置

ケ

ル
ガ
伝
リ

タ
ル
モ
ノ
」

で
あ

っ
て
、

「
古
ク

ヨ
リ
今

ノ

マ
・
ニ
テ
、
巻

ノ

次
第

モ
今

ノ
ゴ
ト
ク
」

で
あ

っ
た
、
と
論
じ
た
う
え

で
、
真
淵
が

「
巻
序

ナ
ド

改

ラ
レ
テ
、
中

ラ
ヲ
万
葉
ト
シ
、
余
リ

ヲ
家

集
ト
セ
ラ
レ
タ
ル
」

こ
と
を

「
ウ

ケ
ガ

タ
」

い
と
す
る
の
で
あ
る
。
宣
長

は
こ
れ

に
も
、
「
ミ

ナ
御

考

ヘ
ノ
如

シ
。

家

持
卿

ノ
私

二
集
メ
ラ

レ
タ

ル
ナ
ル
ベ
シ
」
と
書
入
れ
を
す
る
。

し
か
し
、
以
上

の
こ
と
か
ら
前
後

関
係
を
判
断
す

る
の
は
無
理

で
あ

る
。

「古
今

集
」
序
文

に
関
す

る
問
題
が
、

6

。
7

・
9

に
採
り
上
げ
ら
れ

て
い

る
。
真
字

序
に

つ
い
て

(6

・
9
)
、
仮

字
序
冒
頭

の

「
人

の
心
」
を

「
ひ
と

つ
心
」

の
誤
り
と
す

る
説

に
つ
い
て

(
6

・
7
)
、
仮
字
序

の
古
注

の
後
人
加

筆
説
に

つ
い
て

(
6

・
7

・
9
)

で
あ
る
が
、

こ
れ
も
前
後
関
係
を
決
定
す
る

決

め
手

は
な
い
。

6
は
、

「
古
事

記
」
に
関
す

る
七
項
目
と
内
宮

・
外
宮

の
号

に

つ
い
て

の
疑

問

で
あ

る
。
宣
長
書
入

れ
に
、

此
疑
問
、
皆
古
事
記
伝
第

三
秩

メ
ニ
有
之
候
事
也
。
何
れ
も
事

長
キ
故

二
、

一153一



此
度

ハ
縷
々
御
答

二
不
及
候
。

と
あ
る
。

「古
事

記
伝
第

三
鉄

メ
」
と

は
巻
十

二
～
十
七
。
売
出
さ
れ
た
の
は

寛
政

九
年

五
月

で
あ

る
が
、
す
で
に
安
永
年
間

に
は
浄
書
が
出
来
上

っ
て
い
た

の
で
あ
れ
ば

(全
集
第
九
巻
解
題
)
、

こ
の
問
答
も
成
立
時
期
を
明
確
に
は
し

が
た
い
。

10

は
、
真
幸

の
歌
九
首
、
お
よ
び

「
万
葉

集
佳

調
拾
遺
序
」
で
、
宣
長

の
添

削
が
施

さ
れ

て
い
る
。

「
万
葉
集
佳
調
拾
遺
」
序
文

(板
本

で
は
肢
文
)
は
宣

長

の
添
削
が
そ

の
ま
ま
板
本

に
生
か
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
年
記

は
板
本
と
同
じ

く

「
寛
政

の
七
と
せ
と

い
ふ
と
し

の
き
さ
ら
ぎ

の
も
ち

の
日
」

と
あ

る
。
刊
行

は
寛
政
十

一
年

、
そ

の
前
年
九
月
十

二
日
付
け
書
翰
で
宣
長

は
真
幸

に
、

「万

葉
佳
調
拾
遺
彫
刻
被
成
候

由
、
最

早
致
出
来
候
哉
。
板
本
出

申
候

ハ
・
、
拝
見

致
度
相
待
申
候

」
と
言
い
送

っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
る
と
、

こ
れ
以
前
に
こ
の

添
削
は
宣
長

の
手
を
離
れ
て
い
た
こ
と

に
な

る
。

以
上

、
他

の
問
答

と
共
通

の
問

題
を
持

た
ず
、
ま

た
成
立
時
期

の
徴

証
を
見

出

し
え
な
い
12
を
除

い
て
、

い
ち
お
う

の
考
証
を
試
み
た
次
第

で
あ
る
。
が
、

多

く
は
そ

の
成
立
時
期
を

明
ら
か

に
す

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
年
記

の
明

記

さ
れ

た
自
筆
原
本

で
も
出
現
し
な

い
限
り
、

こ
れ
以
上

の
深
入
り
は
危
険

で

あ

ろ
う
。

と

こ
ろ
で
、
真
幸
が
宣
長

に
最
初

に
呈
し
た
疑
問

は
寛
政

五
年

三
月

一
日
に

初
め

て
面
曙
し
た
と
き

に
手
渡
し
た
2

・
11
で
あ
る

こ
と
は
確
か

で
あ
る
が
、

そ
れ
ら

の
や
り
と
り
は
い

つ
ま

で

つ
づ
い
た

で
あ
ろ
う
か
。
真
幸
宛

て
宣
長
書

翰

に
は
、
次

の
ご
と
く
問

答
に

つ
い
て
触
れ

て
い
る
。

○
先
達

て
此
方

二
御
残
し
置
被
成
候
書
共
、
先
御
預
り
申
置
候
。
御
疑
問
も
跡

よ
り
御
答
可
申
候
。

(
寛
政

五
年
五
月
二
十
八

日
)

○
御
問
目
弐
帖
、
是

又
返
進
申
候
。
御
見
識
甚
宜
相

聞
え
申
候
。
其
内
存
知
寄

の
所

々
、
愚
意
書
入
申
候
。
尚
追

々
御
考
可
被
成
候
。

(
同
年

七
月
七

日
)

○
御
詠
草

・
御
疑
問
、
此
度
御
答
申
候
。

(同
年
十
月
十

五
日
)

○
御
疑
問

一
冊
、
跡

よ
り
御
返
答
可
申
進
候
。

(
寛
政
七
年

三
月
十

五
日
)

○
御
疑
問

・
御
詠

草
被
遣
候

へ
共

、
此
節
殊
外
紛

冗

二
付

、
跡
よ
り
御
返
事
可

仕
候
。

(
同
年

三
月

二
十

二
日
)

○
追

々
被
遣
候
御

疑
問
、
井
古
今
古
調

一
冊
、
此
度

返
進
申
候
。
御
落
手
可
被

成
候
。
御
詠
草
今

一
冊
、
井
御
問
目

一
冊
、
是

ハ
跡
よ
り
返
上

可
申
候
。

(
同
年

八
月
十

一
日
)

○
先
達

て
被
遣
候
御
問
目
壱
巻
、
漸
此
度
返
進
申
候
。
右
申
候
通

り
殊
外
紛
冗

多

端
故
、
委
細

二
も
得
御
返
答
不
申
候
。

(
同
年
十

二
月

五
日
)

右

の
う
ち
、
寛
政

五
年
五
月

二
十
八

日
付
け

・
同
年
七
月
七

日
付
け

の
も

の
は

2

・
11
を
、
寛
政
七
年

三
月
十
五
日
付

け
の
も

の
は
4
を
指

す
の

で

あ

る

が

(前
述
)
、
あ
と

の
も

の
に

つ
い
て
は
ど

の
問
答
を
指
す
か
、
定

か

で
な
い
。

そ

し
て
、
寛
政
七
年
末

の
書
翰
を
最
後

に
し
て
、
以
後

の
書
翰

に
は
問

答
に
関
す

る
記
事

が
見

え
な
い
。

つ
ま
り
こ
れ
は
、
寛
政

八
年

五
月

に
お
け
る
13
を
以

っ

て
文
書

に
よ
る
問
答
を
終
え
た
と
解
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
13

の
問

答
は
、

真
幸
が
半
月

の
あ

い
だ
松
坂

に
滞
在
し

て
宣
長

と
親
し
く
往
き
来

し
な
が
ら
交

し
た
も
の
で
あ
り
、
以
前

に
も
質
し
た
疑
問
を
再

度
詳
し
く
繰
り
返
す
も
の
も

あ

る

(
た
と
え
ば
、
「
肉
食
積
」

は
2
、

「名
越
祓
」
は
9
、

「
姓
氏
」
は
3
、

等
)

。
そ
れ
ま

で
の
真
幸

・
宣
長

の
問
答
は
、
熊
本
と
伊
勢
と
の
間

で
交
さ
れ

た
も

の
で
あ
り
、
真
幸

に
と

っ
て
は
隔
靴
掻
痒

の
患

の
免
れ
え
な
い
も

の
で
あ

っ
た
ろ
う
。
寛
政

八
年
五
月

の
長
期

の
松
坂
滞
在
は
、
そ
う

い
っ
た
真
幸

の
た

め
に
有
意
義
で
充
分

に
満
足

で
き
る
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
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追
記
、

「
本
居
問
答
」

の
本
文
は
、
既
述

の
ご
と
く
、
宇
野
写
本
を
底
本

と
し

て
宣
長
全
集
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。
全
集

に
収
め
ら
れ
て

い
な

い
分

(
2

・
3

・
4

・
10

・
11

・
12
)
お
よ
び
異
文
本
文

の
部
分

(
5

・
●

・
7

・

●

・
9
)

は
、
諏
訪
文
庫
所
蔵
本
を
以

っ
て
翻
刻
を
試
み
て

い
る
。
(
「
北

九
州
大
学

文
学

部
紀
要
」
第

二
十
九
号
よ
り
)

。

注

1

以
上
、
拙
稿

「鈴
屋
入
門
以
前
の
長
瀬
真
幸
ー
宣
長
と
の
第

一
回
問
答
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(
「江

戸
時
代
文
学
誌
」
第
二
号
、
昭
和
56
年
12
月
)
参
照

2

「来
訪
諸
子
鮭
名
住
国
井
聞
名
諸
子
」

(全
集
第
二
十
巻
所
収
)
寛
政
五
年
の
条
に
、

「三
月
朔

日
来

ル
/
肥
後
国
熊
本
家
中
長
瀬
七
郎
平
真
幸
」
と
あ
る
。

3

『本
居
宣
長
稿
本
全
集
」
第
二
輯
に
拠
る
。

4

熊
本
県
立
図
書
館
上
妻
文
庫
所
蔵

「遊
京
雑
歌
一
は
こ
の
旅
の
紀
行
・

5

以
下
、
由量

ハの
書
翰
は
、
岡
中
正
行
氏

「本
居
宣
長

の
書
簡
」
(「耕
人
」
別
冊
第

一号
)
に
拠
っ

た
。

6

こ
れ
に
よ
っ
て
、

「本
居
宣
長
随
筆
」
の
成
立
が
、
寛
政
八
年
五
月
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(全
集
第
十
三
巻
解
顯
参
照
)

7

「著
述
書
上
木
覚
」

(全
集
第
二
十
巻
所
収
)
に
拠
る
。
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